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とだ議会だより No.173

平成24年度予算のあらまし

一般会計

特別会計

水道事業会計

483億円　　　　　　前年度比 10.9％増
　　　　　　　 ※14の特別会計の合計額

244億 4320万円　前年度比 0.3％減

収益的収入　　24億 4344万円
収益的支出　　23億 6206万円
資本的収入　　   3億 8912万円
資本的支出　　15億 3027万円
収益的収支…水道料金収入や、水をみなさんのご家庭
　　　　　　まで送る費用です。

資本的収支…水道管や配水池などの施設の拡充費用や、
　　　　　　国からの借入金を返済する費用です。

4

とだ議会だより No.173

※討論……提出された議案等の審議の最終段階で、賛成・反対の意見を述べることを討論と言います。

平成 24年度当初予算の主な事業

討
　
論

討
　
論

今
定
例
会
で
は
�
議
案
３
件
及
び
請
願
１
件

に
対
し
て
延
べ
７
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
�

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
�

賃
金
の
引
き
下
げ
、
年

金
保
険
料
の
引
き
上
げ
な

ど
に
加
え
、
個
人
市
民
税

均
等
割
や
所
得
税
増
税

と
、
こ
れ
以
上
の
市
民
負

担
増
に
は
賛
成
で
き
な

い
。
企
業
は
法
人
税
増
税

が
行
わ
れ
る
も
の
の
、
法

人
税
の
実
効
税
率
引
き
下

げ
で
負
担
は
軽
く
、
復
興

財
源
が
国
民
の
み
の
負
担

増
と
な
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

岡
嵜   

郁
子
議
員

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

花
井   

伸
子
議
員

高
齢
者
総
合
介
護
福
祉
条

例
の
一
部
改
正

こ
れ
以
上
の

市
民
負
担
増
に
は
反
対

消
費
税
含
め
た

財
源
問
題
の
議
論
を

関
係
法
令
に
伴
い

改
正
す
る
も
の
で
、
必
要

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、

保
険
料
の
引
き
下
げ
を

賛成

賛成

賛成

山
崎   

雅
俊
議
員

低
所
得
者
へ
の

配
慮
が
見
ら
れ
、
賛
成

岡
嵜   

郁
子
議
員

平
成
24
年
度

一
般
会
計
予
算

花
井   

伸
子
議
員

消
費
税
に
よ
ら
な
い
最
低

保
障
年
金
制
度
の
創
設
を

求
め
る
請
願

こ
ど
も
医
療
費
充
実
等
、

総
体
と
し
て
賛
成

財
源
の
考
え
方
を

応
能
負
担
に
せ
よ

基
準
と
な
る
第
４
段
階

の
介
護
保
険
料
を
引
き
上

げ
る
改
定
案
が
示
さ
れ

た
。
戸
田
市
は
準
備
基
金

を
取
り
崩
し
、
県
交
付
金

を
保
険
料
の
引
き
上
げ
抑

制
と
し
て
計
上
し
、
ま
た

特
例
第
４
段
階
の
継
続

と
、
新
た
に
特
例
第
３
段

階
を
設
け
る
な
ど
の
低
所

得
者
対
策
を
講
じ
た
こ
と

は
評
価
す
る
が
、
こ
と
し

は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
見
直
し
の
年
と
重
な

り
、
高
齢
者
の
生
活
を
直

撃
し
苦
し
め
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
戸
田
市
も

調
整
交
付
金
不
足
分
を
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ

と
を
求
め
て
反
対
す
る
。

戸
田
市
で
は
介
護
保
険

料
の
大
幅
な
上
昇
を
抑
え

る
た
め
財
政
安
定
化
基
金

を
取
り
崩
し
、
さ
ら
に
準

備
基
金
の
大
半
を
財
源
と

し
て
取
り
崩
し
、
基
準
と

な
る
第
４
段
階
の
保
険
料 

を
最
小
限
に
抑
え
る
と

（千円単位は切捨て）

東
日
本
大
震
災
復
興
基

本
法
に
基
づ
き
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
防
災
施

策
に
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
た
め
個
人
市
民
税
均

等
割
を
加
算
す
る
も
の

で
、
妥
当
と
考
え
る
。
法

人
課
税
の
実
効
税
率
引
き

下
げ
は
景
気
回
復
を
図
る

も
の
で
あ
る
。
同
法
に
よ

り
法
人
税
額
に
10
％
を
掛

け
復
興
財
源
を
確
保
す
る

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お

り
、
市
民
税
と
均
衡
を
失

す
る
と
は
言
え
な
い
。
必

要
な
改
正
で
あ
り
、
賛
成

す
る
。

24
年
度
予
算
が
、
市
民

要
望
、
ま
た
、
国
民
生
活

を
め
ぐ
る
国
の
政
治
動
向

や
震
災
と
原
発
事
故
を
受

け
て
の
対
策
に
つ
い
て
、

戸
田
市
の
財
政
力
を
市
民

の
た
め
に
活
用
す
る
と
い

う
姿
勢
を
持
ち
、
前
進
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
か

を
検
討
し
た
結
果
、
市
民

要
望
と
し
て
繰
り
返
し
求

め
て
き
た
こ
ど
も
医
療
費

民
主
党
が
示
す
年
金
改

革
案
で
は
、
す
ぐ
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
低
年

金
や
無
年
金
問
題
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら

最
低
保
障
年
金
の
話
が
出

て
き
た
は
ず
が
、
ず
っ
と

将
来
の
話
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
最
低

保
障
年
金
の
財
源
が
消
費

税
頼
み
で
、
そ
の
分
の
消

費
税
増
税
が
必
要
に
な
る

超
高
齢
化
社
会
に
は
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
額
の

税
と
社
会
保
険
料
負
担
が

必
要
と
な
る
が
、
給
付
引

き
下
げ
や
負
担
引
き
上
げ

を
先
延
ば
し
に
し
て
き
た

結
果
、
社
会
保
障
財
政
は

破
綻
の
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。
税
と
社
会
保
障
の
一

体
改
革
が
議
論
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
至
極
当
然
と
も

言
え
る
。
年
金
問
題
を
含

む
社
会
保
障
改
革
に
つ
い

て
は
、
経
済
の
建
て
直
し

に
よ
る
景
気
向
上
、
さ
ら

な
る
行
財
政
改
革
や
政
治

改
革
に
よ
る
徹
底
し
た
無

駄
の
排
除
な
ど
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
消
費
税
を
含

め
た
財
源
問
題
に
つ
い
て

議
論
す
べ
き
で
あ
り
、
請

願
は
不
採
択
と
考
え
る
。

意見書 ( 委員会提出・議員提出議案 )

を国及び政府に提出

【２月臨時会】
◇地上デジタルテレビ放送移行によるメリッ
ト還元の推進を求める意見書
　地上デジタルテレビ放送移行によるメリットを広

く還元するよう、３項目について要請するものです。

【３月定例会】
◇基礎自治体への円滑な権限移譲に向けた支
援策の充実を求める意見書
　基礎自治体への円滑な権限移譲に向けた支援策の

充実を図るため、４項目について要望するものです。

◇災害に強い日本の構築に向けた社会資本整
備を求める意見書
　災害に強い日本の構築に向けて、地震や台風など

の災害から国民の安全・安心を守るために必要な社

会資本の整備を求めるものです。

賛成

秋
元   

良
夫
議
員

と
も
に
、
新
た
な
保
険
料

の
特
例
段
階
を
設
け
、
低

所
得
者
へ
の
一
層
の
負
担

軽
減
に
努
め
る
な
ど
、
保

険
料
上
昇
を
最
小
限
に
抑

え
て
い
る
点
は
評
価
で
き

る
。
一
般
会
計
繰
り
入
れ

は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
国

の
介
護
保
険
制
度
の
原
則

を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
。
厳
し
い
財
政

運
営
の
中
、
随
所
に
低
所

得
者
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

の
充
実(

入
通
院
と
も
中

学
卒
業
ま
で
無
料
）
を
初

め
と
す
る
子
育
て
、
医
療

保
健
分
野
の
前
進
、
障
が

い
者
福
祉
の
充
実
、
地
域

経
済
の
活
性
化
（
住
宅
改

修
資
金
助
成
事
業
の
実

施
）、
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
能
汚
染
対
策
の
強
化

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た

問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
が
、
予
算
総
体

と
し
て
賛
成
す
る
。

な
ど
問
題
だ
ら
け
の
案
に

な
っ
て
い
る
。
財
源
の
考

え
方
を
、
税
と
社
会
保
障

の
根
本
原
則
で
あ
る
「
負

担
能
力
に
応
じ
た
負
担
」

に
切
り
替
え
る
こ
と
を
求

め
、
賛
成
す
る
。

山
崎   

雅
俊
議
員

基 本 目 標 事 業 名 と 金 額

子どもの成長と

生涯にわたる学びのまち　

誰もが健康で

いきいきと生活できるまち

安心して安全に暮らせるまち

緑と潤いのあるまち

快適で過ごしやすいまち

活力と賑わいを創出できるまち

人が集い心ふれあうまち

着実な総合振興計画の実行に向けて

①子ども手当・児童手当支給事業　

②(仮称)新曽小玉保育所・(仮称)新曽稲荷保育所設置事業　

③こども医療費支給事業　

①上戸田福祉センター再整備事業・障害者施設整備事業　

②障害者福祉サービス事業所「わかくさ」移転新築事業　

③障害児放課後児童クラブ等新設事業　

④市民医療センター等施設整備事業　(完成予想図　2ｐ参照)

①防災備蓄品整備事業・有害物質除去事業等　

②消防車両整備事業等・耐震性防火貯水槽整備事業　

①公園施設整備・改修事業　

②温暖化対策推進事業　

①北戸田駅前地区建築物等整備事業　

②さくら川整備事業・辺島橋架け替え事業　

③合流式下水道緊急改善事業　

①産業立地推進事業　

②住宅改修資金助成事業　

①電算室移転事業　

②町会会館整備事業　 

①庁舎耐震改修等事業　

②戸田公園駅前行政センターパスポート申請・交付事業　

26億2316万円

2億2632万円

1億7875万円

17億2196万円

3億8030万円

3億6452万円

1億9123万円

7886万円

6539万円

1億4614万円

3270万円

12億3338万円

2億6232万円

2億1904万円

6788万円

150万円

2億 724万円

2688万円

6億8586万円

4114万円


